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公立大学法人富山県立大学 第２期中期計画（新旧対照表） 

第２期中期目標（変更案） 現行 変更案 

はじめに （※変更なし） 

 （略） 

 

 （該当なし） 同 左 

<基本目標> （※変更なし） 

（略） 

 

 （該当なし） 同 左 

＜中期目標の期間及び教育研究上の基本組織

＞ 

１ 中期目標の期間 （※変更なし） 

 （略） 

 

２ 教育研究上の基本組織 

中期目標を達成するため、次のとおり教育

研究上の基本組織及び附属施設を設置す

る。 

 

(1)学部、学科 

学 部 学 科 

工学部 機械システム工学科 

 （中略） 

 医薬品工学科 

看護学部 看護学科 

  

 

 

 

＜中期計画の期間＞ 

 （略） 

 

 （該当なし） 

 

 

＜中期計画の期間＞ 

 同 左 

 

 同 左 

資料 ２－２  
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第２期中期目標（変更案） 現行 変更案 

(2) 大学院 

学 部 学 科 学 科 

工学研究

科 

 

機械システ

ム工学専攻 

博 士 課 程

(前期) 

(中略) (中略) 

総合工学専

攻 

博士課程 

(後期) 

看護学研

究科 

看護学専攻 修士課程 

 

(3) 専攻科 

専攻科 専攻 

看護学専攻科 公衆衛生看護学専攻 

 助産学専攻 

 

(4) 附属施設 

附属図書館 

（中略） 

ＤＸ教育研究センター 
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第２期中期目標（変更案） 現行 変更案 

第１ 教育に関する目標 

学生が主体的に学び・考え・行動する力

を鍛える教育を推進し、データサイエンス

人材などデジタル化が進展する時代の実社

会で活躍できる人材を育成し、県内定着を

図る。 

学士課程において、工学部では、技術者

として必要な素養と、社会と地域の持続的

な発展や人々の幸せな暮らしに役立つ「工

学」に心を向ける技術者マインド（工学

心）を持った人材を育成し、看護学部で

は、幅広い教養と人々への共感的態度を備

えた人間性豊かな人材を育成する。 

また、高速通信技術等の導入などによ

る、高度化するものづくり産業や医療に

対応できる人材の育成を推進する。 

大学院課程においては、学部教育で育ん

だ専門性をより深化させ、総合的な研究を

推する。工学研究科では、グローバル化や

知識基盤社会の進展にも対応できる高度な

専門知識と課題解決能力を持った人材を育

成し、看護学研究科では、高度な看護実践

能力を備え、看護の課題を科学的に探究

し、地域や社会の発展に寄与できる人材を

育成する。 

 

 

 

 

 

第１ 教育に関する目標を達成するための措置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１ 教育に関する目標を達成するための措置 
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第２期中期目標（変更案） 現行 変更案 

１ 学生の確保に関する目標 （※変更なし） 

 （略） 

 

 

２ 教育の内容に関する目標（※変更なし） 

（略） 

 

 

３ 教育の実施体制に関する目標 

 

(1)教職員の配置（※変更なし） 

（略） 

 

(2)教育環境の整備・充実 

 「地域の知の拠点」として、大学が果たす

役割などを踏まえた魅力ある教育環境づくり

を進める。 

 

 

 

 

 

 

(3)教育の質の改善（※変更なし） 

（略） 

 

(4)専門看護師など高度な看護人材の育成 

 医療の高度化が進み、専門看護師など高度

な看護人材の育成ニーズが高まっているこ

と、高齢化の進展に伴い、医療と介護の連携

１ 学生の確保に関する目標を達成するための措

置 （※変更なし） 

 （略） 

 

２ 教育の内容に関する目標を達成するための措

置 （※変更なし） 

 （略） 

 

３ 教育の実施体制に関する目標を達成するため

の措置 

(1)教職員の配置（※変更なし） 

 

 

(2)教育環境の整備・充実 

ア 魅力ある教育施設の整備 

・教育施設の整備に際し、デジタル化の進展にも

対応するなど、魅力あるキャンパスの整備に

努める。 

・デジタル化の進展に対応した産学官金の連携

教育研究拠点となるＤＸ教育研究センター

（仮称）を整備する。 

イ 図書館機能の強化（※変更なし） 

 

(3)教育の質の改善（※変更なし） 

 

 

(4)専門看護師など高度な看護人材等の育成 

 ア看護系大学院の設置 

・看護系大学院を設置し、医療機関等の求める質

の高い看護職員の育成、将来の富山県の看護

１ 同左 

 

 

 

２ 同左 

 

 

 

３ 教育の実施体制に関する目標を達成するため

の措置 

(1)同左 

 

 

(2)教育環境の整備・充実 

ア 魅力ある教育施設の整備 

  ・同左 

 

 

・デジタル化の進展に対応した産学官金の連携

教育研究拠点となるＤＸ教育研究センターを

整備する。 

 イ 同左 

 

(3)同左 

 

 

(4)専門看護師など高度な看護人材等の育成 
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第２期中期目標（変更案） 現行 変更案 

や地域包括ケアシステム構築が進む中、看護

師の役割が一層多様化してきていることか

ら、大学院看護学研究科を設置し、高度な看

護実践能力を備え、地域や社会の発展に寄与

できる人材の育成に取組む。 

県立総合衛生学院が令和３年度末に閉院し

たこと、保健師や助産師に対する医療現場等

からのニーズが高いことを踏まえ、看護学専

攻科を設置し、地域の保健・医療・福祉に貢

献できる保健師及び助産師の育成に取組む。 

 

(5)デジタル化の進展に対応した専門人材の

育成 

デジタル化の進展に対応する産学官の人材

育成拠点として、ＤＸ教育研究センターを設

置し、学生のみならず多様な人材育成に取組

む。 

数理・データサイエンス・ＡＩの基礎的な

素養を身に付けるとともに、数理・データサ

イエンス・ＡＩを各専門分野で応用できる人

材の育成体制を強化することとし、「情報」を

軸とする新たな学部の設置準備を進める。 

 

４ 学生への支援に関する目標 

 

 

(1)学習支援（※変更なし） 

 （略） 

 

(2)生活支援（※支援なし） 

学研究・教育を担う人材の育成に努める。 

イ専攻科の設置 

・専攻科を設置し、富山県立総合衛生学院が担 

ってきた保健師・助産師の養成機能を継承す

る。 

 

 

 

 

 

 

(5) デジタル化の進展に対応した人材の育成 

・デジタル化の進展に応じた人材の育成に向け

たカリキュラムの充実を図る。【再掲】（第1-2-

(1)-ウ） 

 ・（新設） 

 

 

 ・（新設） 

 

 

 

 

４ 学生への支援に関する目標を達成するための

措置 

 

(1)学習支援（※変更なし） 

 

 

(2)生活支援（※支援なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) デジタル化の進展に対応した専門人材の育成 

 ・同左 

 

 

 ・デジタル化の進展に応じた社会人向け講座等

を開催し、企業におけるＤＸ人材育成を推進

する。 

 ・データサイエンスの専門教育を行う「情報工学

部(仮称)」を設置し、データに基づき数理的に

分析・推論し解決方法を導くことができる人

材の育成に取り組む。 

 

４ 学生への支援に関する目標を達成するための

措置 

 

(1)同左 

 

 

(2)同左 
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第２期中期目標（変更案） 現行 変更案 

 （略） 

 

(3)キャリア形成支援 

学生の社会的、職業的自立を促すとともに、

学生の目指す進路の実現に向けたキャリア形

成支援を充実する。 

工学部・工学研究科においては、産学官金

の連携を強め、本県のものづくりを支える中

小企業をはじめとする県内企業の魅力を発信

する機会を充実するなど、引き続き県内定着

に向けた就職支援の充実を図る。 

看護学部・看護学研究科、看護学専攻科に

おいては、県内の保健医療福祉施設（以下「医

療機関等」という。）との連携を推進し、本県

の地域医療に貢献することの魅力を伝えるな

ど、県内定着に向けた就職支援に取り組む。 

 

 

 

(3)キャリア形成支援 

ア キャリア教育の推進 【再掲】（第 1-2-(2)-エ） 

  ・学生のキャリア形成につながる実践的かつ

体系的なプログラムを、入学から卒業まで

一貫して実施する。【再掲】（第 1-2-(2)-エ） 

・学生の自立心や社会性を涵養し、実戦力や就

業力を育成するため、キャリア教育の内容

の充実に努めるとともに、企業、医療機関

等、専門機関などとの連携を促進する。 【再

掲】（第 1-2-(2)-エ） 

  ・短期留学などの体験を効果的に活用した教

育プログラムを提供する。【再掲】（第 1-2-(2)-

エ） 

イ 企業などと連携したインタンーシップ制度

の推進 

・在学中に自らの専攻や希望する職種に関連

した就業体験ができるよう、インターンシ

ップの質的充実を図る。【再掲】（第1-2-(2)-

エ） 

・学生の職業意識や実社会での実践的な能力

が育成されるよう、企業や団体などとの連

携体制及び活動内容を充実する。 

 

ウ キャリアセンター事業の強化・充実 

・学生が目指す進路の実現を目指し、キャリア

センターにおける就職・進学支援の取組み

の充実を図る。 

・工学部・工学研究科において、県内企業への

 

 

(3)同左（※変更なし） 
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第２期中期目標（変更案） 現行 変更案 

就職率向上に向け、県内就職定着促進員の

配置、県外出身学生と保護者への富山の魅

力発信、中小企業をはじめとする県内企業

の魅力の発信などの取組みの充実を図る。 

・学生就職支援に関わる県内関係機関との連

携を密にし、各種就職ガイダンスなどへの

学生の積極的な参加を促進する。 

・看護学部において、県内医療機関等と連携し

た臨地実習を実施するとともに、富山キャ

ンパスに設置するキャリアセンターサテラ

イトでの就職支援の取組みにより、学生の

県内定着を促進する。 

<数値指標> 

変更なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２ 研究に関する目標 

（中略） 

 

１ 研究の方向性と研究の成果に関する目標 

 

(1)産業、保健及び医療の発展に貢献する研究

の推進 

工学部・工学研究科においては、産業発展

の原動力となるよう、学内研究基盤を強化す

るとともに、産学官金連携を一層促進し、こ

れからの産業界に必要となるイノベーション

の創出につながる基盤的・先端的な研究を推

第２ 研究に関する目標を達成するための措置 

  

 

１ 研究の方向性と研究の成果に関する目標を達

成するための措置 

(1)産業、保健及び医療の発展に貢献する研究の推

進 

ア 産学官金・医療機関等の連携による産業、

保健及び医療の発展に貢献する研究の促進 

・学長裁量経費などを活用した若手研究者の

育成や学部学科の枠を超えた学内共同研究

 

 

 

 

 

(1)同左（※変更なし） 
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第２期中期目標（変更案） 現行 変更案 

進する。 

また、デジタル化の進展に対応した研究を

推進する。 

看護学部・看護学研究科、看護学専攻科に

おいては、地域の保健・医療の発展に寄与で

きるよう、社会のニーズを踏まえた実践的・

先端的な研究を推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の取組みを強化し、学内研究の活性化を図

る。 

・企業、医療機関等などとの共同研究や奨励寄

附金による研究を推進するとともに、ＪＳ

Ｔ（科学技術振興機構）やＮＥＤＯ（新エネ

ルギー・産業技術総合開発機構）をはじめ国

関連機関などからの受託研究を増やす取組

みを強化する。 

・産学官金の連携教育研究拠点となるＤＸ教

育研究センター（仮称）を整備し、デジタル

化の進展に対応した研究を推進する。 

・工学と看護学の融合による特色ある研究を

推進する。 

 

イ 競争的外部資金の獲得の促進 

・研究競争力を高めるため、科学研究費補助金

などの競争的研究資金の獲得の促進に努め

る。 

 

ウ プロジェクト研究の推進 

・これまでの研究領域の枠を超えたプロジェ

クト研究を推進するとともに、生物・医薬品

工学研究センターの研究活動の一層の向上

を図る。 

 

エ 「くすりのシリコンバレーTOYAMA」プロジェ

クトの推進 
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第２期中期目標（変更案） 現行 変更案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)研究成果の地域・社会への還元 

 （※変更なし） 

 

 （略） 

 

２ 研究実施体制に関する目標 

 

 

(1)研究実施体制の充実 

（※変更なし） 

 

 

 

・国の地方大学・地域産業創生交付金に採択さ

れた「くすりのシリコンバレーTOYAMA」

創造コンソーシアムに参画し、富山県の中

核的な産業である医薬品産業分野におい

て、産学官連携による研究開発、専門人材育

成等に取り組む。 

 

オ  医療分野研究成果展開事業の推進 

・ＡＭＥＤ（国立研究開発法人日本医療研究開

発機構）の「産学連携医療イノベーション創

出プログラム」基本スキーム（ＡＣＴ－Ｍ）

に採択された「自然免疫制御による全身性

エリテマトーデス治療薬の創製」を推進す

るなど、産学連携による研究に取り組む。 

 

<数値指標> 

変更なし 

(2)研究成果の地域・社会への還元 

（※変更なし） 

 

（略） 

 

２ 研究実施体制に関する目標を達成するための

措置 

 

(1)研究支援体制の充実 

 ア 教育研究組織の見直し 

・デジタル化の進展や産業界等のニーズ等に応

え、県内企業への人材供給を一層促進すると

ともに、研究開発の拠点として地域に貢献す

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)同左 

 

 

 

 

 

 

 

(1)同左 
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第２期中期目標（変更案） 現行 変更案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)研究環境の整備（※変更なし） 

 （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)男女共同参画の推進（※変更なし） 

 （略） 

 

(4)研究活動の評価及び改善（※変更なし） 

 （略） 

 

 

るため、必要に応じて教育研究組織の見直し

を行う。 

 

 イ 学長裁量経費など活用した研究支援の充実 

   （※変更なし） 

 

 （中略） 

 

 カ 研究倫理の徹底、不正行為防止に向けた体

制整備（※変更なし） 

 （略） 

 

(2)研究環境の整備・拡充 

 ア 産学官金の共同研究を促進する拠点施設な

どの整備・活用 

 ・（略） 

 ・（略） 

 ・デジタル化の進展に対応した産学官金の連携

教育研究拠点となるＤＸ教育研究センター

（仮称）を整備する。 

 

 イ（略） 

 

(3)男女共同参画の推進（※変更なし） 

 

 

(4)研究活動の評価及び改善（※変更なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)研究環境の整備・拡充 

 ア 産学官金の共同研究を促進する拠点施設な

どの整備・活用 

 ・同左 

 ・同左 

・デジタル化の進展に対応した産学官金の連携

教育研究拠点となるＤＸ教育研究センターを

整備する。 

 

 

 

(3)同左 

 

 

(4)同左 
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第２期中期目標（変更案） 現行 変更案 

第３ 地域貢献に関する目標 

 （※変更なし） 

 （略） 

第３ 地域貢献に関する目標を達成するための措

置 

 （※変更なし） 

 

第３ 同左 

第４ 業務運営の改善及び効率化に関する目

標 

 

１ 運営体制の改善に関する目標 

 （※変更なし） 

 （略） 

  

２ 教育研究組織の見直しに関する目標 

産業界等のニーズ等に応えるため、入学定

員、教員配置などの教育実施体制をはじめ、

教育研究組織や教育研究活動等に関する検証

を行い、必要に応じて見直しを図るととも

に、学部間の連携や学外との連携を積極的に

推進する。（再掲） 

看護の教育力、研究力を有する看護職や特

定の専門看護分野の知識・技術を深めた専門

看護師を育成する体制を整備する。 

地域の保健及び医療に従事する助産師及び

保健師を育成する体制を整備する。 

 

 

 

 

 

３ 人事の適正化に関する目標 

 （※変更なし） 

４ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達

成するための措置 

 

１ 運営体制の改善に関する目標を達成するため

の措置 （※変更なし） 

 

 

２ 教育研究組織の見直しに関する目標を達成す

るための措置 

・デジタル化の進展や産業界等のニーズ等に応

え、県内企業への人材供給を一層促進すると

ともに、研究開発の拠点として地域に貢献す

るため、必要に応じて教育研究組織の見直し

を行う。【再掲】（第2-2-(1)-ア） 

・看護系大学院を設置し、医療機関等の求める

質の高い看護職員の育成、将来の富山県の看

護学研究・教育を担う人材の育成に努める。

【再掲】（第1-3-(4)-ア） 

・専攻科を設置し、富山県立総合衛生学院が担

ってきた保健師・助産師の養成機能を継承す

る。【再掲】（第1-3-(4)-イ） 

 

 

 

３ 人事の適正化に関する目標を達成するための

措置  （※変更なし） 

 

 

 

１ 同左 

 

 

 

２ 同左 

 

 ・同左 

 

 

 

 

 ・ 

 

 

 

 

 ・ 

 

 

 

 

３ 同左 
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第２期中期目標（変更案） 現行 変更案 

  （略） 

 

４ 事務の効率化に関する目標 

 

(1)事務局組織の見直し 

学科拡充等により増加している学生や教員

の多様なニーズに的確に対応し、効率的かつ

効果的な事務処理を行うため、事務局組織の

あり方について、常に検討し、必要に応じて

適切に見直しを行う。 

 

(2) 事務処理の効率化 （※変更なし） 

   （略） 

 

 

（※以下、変更なし 略） 

第５ 財務内容に関する目標 

 

第６ 自己点検評価及び情報の提供に関する

目標 

第７ その他業務運営に関する目標 

 

 

 

 

４ 事務の効率化に関する目標を達成するための

措置 

(1)事務局組織の見直し 

・効果的かつ効率的な事務処理ができるよう、必

要に応じて、事務局の体制や事務分掌の見直

しを行う。 

 

 

 

(2)事務処理の効率化 

   （略） 

 

 

（※以下、変更なし 略） 

第５ 財務内容の改善に関する目標を達成するた

めの措置 

第６ 自己点検評価及び情報の提供に関する目標

を達成するための措置 

第７ その他業務運営に関する目標を達成するた

めの措置 

 

 

 

４ 同左 

 

(1)同左 

 ・情報工学部(仮称)や看護系大学院・専攻科の開

設に伴い、効果的かつ効率的な事務処理がで

きるよう、必要に応じて、事務局の体制や事務

分掌の見直しを行う。 

 

 

(2)同左 

 

 

 

（※以下、変更なし 略） 

第５ 同左 

 

第６ 同左 

 

第７ 同左 
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第２期中期目標（変更案） 現行 変更案 

 
 （該当なし） 

第８ 予算（人件費の見積りを含む）、収支計画、資

金計画 

１ 予算（令和３年度～令和８年度） 

 
（単位：百万円） 

区 分 金 額 

収入 
 運営費交付金 
 自己収入 
  授業料等収入 
  その他自己収入 
 目的積立金取崩収入 
 受託研究費等収入 
 補助金等収入 
 計 

 
16,567 
7,596 
7,106 

490 
300 

1,938 
0 

26,401 

支出 
 業務費 

教育研究経費 
教育研究支援経費 
人件費（退職手当除く） 

 一般管理費 
 受託研究費等経費 
 計 

 
21,353 
4,589 
1,154 

15,610 
3,110 
1,938 

26,401 

〔人件費の見積り〕 

  （略） 

［運営費交付金等の算定方法］ 

  （略） 

 

 （新設） 

 

 

 

 

 

 

第８ 予算（人件費の見積りを含む）、収支計画、資

金計画 

１ 予算 

(1) 予算（令和３年度～令和８年度） 
（単位：百万円） 

区 分 金 額 

収入 
 運営費交付金 
 自己収入 
  授業料等収入 
  その他自己収入 
 目的積立金取崩収入 
 受託研究費等収入 
 補助金等収入 
 計 

 
16,567 
7,596 
7,106 

490 
300 

1,938 
0 

26,401 

支出 
 業務費 

教育研究経費 
教育研究支援経費 
人件費（退職手当除く） 

 一般管理費 
 受託研究費等経費 
 計 

 
21,353 
4,589 
1,154 

15,610 
3,110 
1,938 

26,401 

〔人件費の見積り〕 

  同 左 

［運営費交付金等の算定方法］ 

  同 左 

 

(2) 看護学研究科、看護学専攻科設置に伴う予算

の一部変更分 

（令和５年度～令和８年度）（単位：百万円） 

区 分 金 額 

収入 
 運営費交付金 
 自己収入 
  授業料等収入 

 
*,***

*** 
*** 
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第２期中期目標（変更案） 現行 変更案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  その他自己収入 
 受託研究費等収入 
 補助金等収入 
 計 

*** 
** 
* 

** 
*,*** 

支出 
 業務費 

教育研究経費 
教育研究支援経費 
人件費（退職手当除く） 

 一般管理費 
 受託研究費等経費 
 計 

 
*,*** 

*** 
*** 
*** 
*** 

* 
**** 

※５年度の県の予算編成の状況も踏まえ設定 

〔人件費の見積り〕 

中期目標期間中総額 *,***百万円を支出する（退職

手当を除く）。 

（注１）人件費の見積りについては、平成 31 年度の人

件費見積額を基準に試算しており、定期昇給、

特別昇給は含まない。 

（注２）退職手当については、公立大学法人富山県立

大学教職員退職手当規程等に基づいて支給す

ることとするが、運営費交付金として措置される

額については、各事業年度の予算編成過程に

おいて算定される。 

〔運営費交付金等の算定方法〕 

【１ 標準運営費交付金】 

法人・大学運営における標準的な経費・収入を算

定し、その財源不足を補うもの。 

○令和３年度 

・支出見込額（①）－ 収入見込額（②） 

①支出見込額＝人件費＋物件費（人件費以

外の教育研究経費、一般管

理費等） 

調整中 
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第２期中期目標（変更案） 現行 変更案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②収入見込額＝外部研究資金を除く学生納

付金（授業料、入学料、入

学考査料）等 

○令和５年度以降 

・支出見込額（③）－ 収入見込額（④） 

③支出見込額＝前年度の支出見込額に学年

進行に伴う支出増の見込額

を加算 

④収入見込額＝外部研究費を除く学生納付

金（授業料、入学金、入学

考査料）等 

【２ 特定運営費交付金】 

標準運営費交付金で対応できない特定目的の経

費 

・退職手当等については、各事業年度の予算

編成過程において算定される（上記運営費交

付金の額には含まれていない。）。 

【３ プロジェクト事業等補助金等】 

・県の施策に沿って行われるプロジェクト事業等

に要する経費については、各事業年度の予算

編成過程において算定される（学年進行に伴う

備品整備費、新学部の募集広報活動費以外

は、上記の補助金の額には含まれていない）。 
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第２期中期目標（変更案） 現行 変更案 

 ２ 収支計画（令和３年度～令和８年度） 

 

（単位：百万円） 

区 分 金 額 

費用の部 
 経常経費 
  業務費 
   教育研究経費 
   教育研究支援経費 
   人件費 
  一般管理費 
  受託研究等経費 
  財務費用 
  雑損 
  減価償却費 
 臨時損失 

27,151 
27,151 
21,219 
4,490 
1,119 

15,610 
3,110 
1,938 

0 
0 

884 
0 

収入の部 
 経常利益 
  運営費交付金収益 
  授業料等収益 
  受託研究等収益 
  補助金等収益 
  財務収益 
  雑益 
  資産見返負債戻入 

資産見返運営費交付金等戻入 
資産見返補助金等戻入 

   資産見返物品受贈額戻入 
 臨時利益 

26,851 
26,851 
16.532 
7,106 
1,938 

0 
0 

490 
785 
321 
282 
182 

0 

純利益 
 目的積立金取崩 
 総利益 

△300 
300 

0 

 

 

 

 

 

 

２ 収支計画 

(1) 収支計画（令和３年度～令和８年度） 

（単位：百万円） 

区 分 金 額 

費用の部 
 経常経費 
  業務費 
   教育研究経費 
   教育研究支援経費 
   人件費 
  一般管理費 
  受託研究等経費 
  財務費用 
  雑損 
  減価償却費 
 臨時損失 

27,151 
27,151 
21,219 
4,490 
1,119 

15,610 
3,110 
1,938 

0 
0 

884 
0 

収入の部 
 経常利益 
  運営費交付金収益 
  授業料等収益 
  受託研究等収益 
  補助金等収益 
  財務収益 
  雑益 
  資産見返負債戻入 

資産見返運営費交付金等戻入 
資産見返補助金等戻入 

   資産見返物品受贈額戻入 
 臨時利益 

26,851 
26,851 
16.532 
7,106 
1,938 

0 
0 

490 
785 
321 
282 
182 

0 

純利益 
 目的積立金取崩 
 総利益 

△300 
300 

0 
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第２期中期目標（変更案） 現行 変更案 

  （新設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 看護学研究科、看護学専攻科設置に伴う収支

計画の一部変更分 

（令和５年度～令和８年度）（単位：百万円） 

区 分 金 額 

費用の部 
 経常経費 
  業務費 
   教育研究経費 
   教育研究支援経費 
   人件費 
  一般管理費 
  受託研究等経費 
  財務費用 
  雑損 
  減価償却費 
 臨時損失 

 

収入の部 
 経常利益 
  運営費交付金収益 
  授業料等収益 
  受託研究等収益 
  補助金等収益 
  財務収益 
  雑益 
  資産見返負債戻入 

資産見返運営費交付金等戻入 
資産見返補助金等戻入 

   資産見返物品受贈額戻入 
 臨時利益 

 

 総利益 
 目的積立金取崩 
 総利益 

 

 

 

 

 

 

 

収支計画の額は、

予算に応じて調整 
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第２期中期目標（変更案） 現行 変更案 

 ３ 資金計画（令和３年度～令和８年度） 

 

（単位：百万円） 

区 分 金 額 
資金支出 
 業務活動による支出 
 投資活動による支出 
 財務活動による支出 
 次期中期目標期間への繰越金 

27,991 
26,482 

210 
99 

1,200 
資金収入 
 業務活動による収入 
  運営費交付金収入 
  授業料等収入 
  受託研究等収入 
  補助金等収入 
  その他収入 
 投資活動による収入 
 財務活動による収入 
 前期中期目標期間からの繰越金 

27,991 
26,101 
16,567 
7,106 
1,938 

0 
490 

0 
0 

1,890 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 資金計画 

(1) 資金計画（令和３年度～令和８年度） 

（単位：百万円） 

区 分 金 額 
資金支出 
 業務活動による支出 
 投資活動による支出 
 財務活動による支出 
 次期中期目標期間への繰越金 

27,991 
26,482 

210 
99 

1,200 
資金収入 
 業務活動による収入 
  運営費交付金収入 
  授業料等収入 
  受託研究等収入 
  補助金等収入 
  その他収入 
 投資活動による収入 
 財務活動による収入 
 前期中期目標期間からの繰越金 

27,991 
26,101 
16,567 
7,106 
1,938 

0 
490 

0 
0 

1,890 

 

(2) 看護学研究科、看護学専攻科設置に伴う資金

計画の一部変更分 

（令和５年度～令和８年度） （単位：百万円） 

区 分 金 額 

資金支出 
 業務活動による支出 
 投資活動による支出 
 財務活動による支出 
 次期中期目標期間への繰越金 

 

資金収入 
 業務活動による収入 
  運営費交付金収入 
  授業料等収入 
  受託研究等収入 
  補助金等収入 
  その他収入 
 投資活動による収入 
 財務活動による収入 
 前期中期目標期間からの繰越金 

 

 

資金計画の額は、

予算に応じて調整 
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第２期中期目標（変更案） 現行 変更案 

 

 （該当なし） 

第９ 短期借入金の限度額 

  （略） 

第９ 短期借入金の限度額 

  同 左 

 

 （該当なし） 

第１０ 出資等に係る不要（見込）財産の処分計画 

  （略） 

第１０ 出資等に係る不要（見込）財産の処分計画 

  同 左 

 

 （該当なし） 

第１１ 重要な財産を譲渡し、又は担保に供する

計画 

  （略） 

第１１ 重要な財産を譲渡し、又は担保に供する

計画  同 左 

 

 （該当なし） 

第１２ 剰余金の使途 

  （略） 

第１２ 剰余金の使途 

  同 左 

 

 （該当なし） 

第１３ その他法人の業務運営に関する事項 

  （略） 

第１３ その他法人の業務運営に関する事項 

  同 左 

附 則 

 この中期目標の変更期日は、令和５年４月

１日とする。 

  

 


